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県内の出生数、合計特殊出生率の推移



市町村別の人口の推移



R６　高知県公立中学校の生徒数
高知県教育関係職員名簿

市町村 通番 学校名 R6 計 市町村 通番 学校名 R6 計 市町村 通番 学校名 R6 計

1 佐喜浜中 18 22 香長中 530 72 城北中 390

2 室戸中 89 23 鳶ヶ池中 145 73 城西中 266

3 吉良川中 25 24 北陵中 189 74 愛宕中 517

4 羽根中 32 25 希望が丘分校 12 75 城東中 419

安芸市 5 安芸中 258 258 26 香南中 69 76 潮江中 325

6 甲浦中 17 大豊町 27 大豊学園 36 36 77 一宮中 486

7 野根中 4 本山町 28 嶺北中 63 63 78 青柳中 224

奈半利町 8 奈半利中 44 44 土佐町 29 土佐町中 68 68 79 朝倉中 442

北川村 9 北川中 15 15 大川村 30 大川小中 14 14 80 三里中 190

田野町 10 田野中 39 39 31 伊野中 230 81 南海中 164

11 馬路中 12 32 伊野南中 50 82 西部中 500

12 魚粱瀬中 5 33 神谷中 19 83 介良中 231

安田町 13 安田中 29 29 34 吾北中 23 84 大津中 215

芸西村 14 芸西中 71 71 35 本川中 21 85 旭中 328

15 夜須中 60 36 池川中 46 86 横浜中 315

16 香我美中 109 37 仁淀中 35 87 鏡中 19

17 赤岡中 54 38 土佐南中 53 88 春野中 256

18 野市中 512 39 高岡中 334 89 行川学園 30

19 鏡野中 367 40 戸波中 30 90 土佐山学舎 45

20 香北中 82 41 浦ノ内中 28 5,362 19校

21 大栃中 22 42 朝ヶ丘中 165

1,864 21校 43 南中 8 12,050 90校

44 須崎中 107

45 上分中 20

市町村 通番 学校名 R6 計 日高村 46 日高中 64 64 91 県立安芸中 116

59 中村中 405 47 佐川中 225 92 県立高知国際中 243

60 中村西中 221 48 尾川中 15 93 県立中村中 145

61 西土佐中 46 越知町 49 越知中 81 81 504 3校
土佐清水市 62 清水中 173 173 50 葉山中 88

63 小筑柴中 28 51 東津野中 31

64 片島中 134 梼原町 52 梼原中 60 60 合計（人） 12,554 93校

65 宿毛中 189 53 大野見中 13 R4 13,196 
66 東中 75 54 久礼中 98 H24 16,151 
67 沖の島 3 55 窪川中 215

68 佐賀中 46 56 大正中 37 【参考】

69 大方中 122 57 十川中 28 ・１市町村１中学校：17校（学校組合含む）

三原村 70 三原中 17 17 日高佐川 58 加茂中 41 41 ・30人以下の中学校　　　　 ：26校

大月町 71 大月中 74 74 3,291 37校 ・31人以上50人以下の中学校 ：13校

1,533 13校 ・51人以上100人以下の中学校：16校

・100人以上の中学校　　　　：38校

高知市合計

東部合計 市町村立中学校合計

県立合計

中部合計

西部合計

室戸市 164
南国市 945

東洋町 21

いの町 343
馬路村 17

香南市 735

仁淀川町 81

土佐市 417

香美市 471

須崎市 328

県立 504

四万十市 672
佐川町 240

津野町 119

宿毛市 429
中土佐町 111

四万十町 280
黒潮町 168

高知市 5362



平成24年度

【中学校数】114校

【生徒数】 16,151人

令和７年度

【中学校数】93校

【生徒数】 12,416人
【参考】１市町村１中学校:17市町村/35市町村



部活動の地域連携・地域展開の取組（国の取組：実行会議）
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部活動の地域連携・地域展開の取組（国の取組：地域移行→地域展開）
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令和５年度

【地域クラブ数】

  ５クラブ

【拠点校部活動数】 

  ０部活動

令和７年度

【地域クラブ数】

  ４６クラブ

【拠点校部活動数】

  ９部活動

令和６年度

【地域クラブ数】

  25クラブ

【拠点校部活動数】 

  ４部活動



R7　県内の地域クラブ等の状況①
■地域クラブ ■地域クラブ
No 市町村

クラブ

数
競技 クラブ名

中体連

登録

市町村

認定

実証事

業
備考 No 市町村 クラブ数 競技 クラブ名

中体連

登録

市町村

認定

実証事

業
備考

1 安芸市 1 バレーボール エスペランサ安芸 ○ 31 卓球 K-TTC ○

2 香南市 1 相撲 香南相撲クラブ ○ 32 バドミントン
横内ジュニアバドミントンクラ
ブ

○

3 香美市 1 柔道 土佐山田柔道クラブ ○ 33 相撲
南海クラブ（南海少年相撲クラ
ブ）

○

4 バレーボール
まほろば南国女子バレーボール
クラブ

○ ○ 34 バレーボール 三里バレーボールクラブ ○

5 多種目型（スポー
ツ鬼ごっこ等）

まほろば南国多種目型クラブ ○ ○
様々な種目を体験し、運
動を楽しく行うことを目
的に活動

35 バレーボール 秦ウイングスポーツ少年団 ○

6 バレーボール 香長　ALL　STARS ○ 36 新体操 高知RGクラブ ○

7 柔道 岡豊ジュニア柔道クラブ ○ 37 陸上競技 タカギファイトCLUB ○

8 バレーボール
まほろば南国男子バレーボール
クラブ

○ 38 陸上競技 池CLUB ○

9 大豊町 1 バスケットボール REIHOKU  SWIFT ○ 39 ソフトテニス NEXUS高知 ○

10 本山町 1 陸上競技 アスリート嶺北 ○ 40 柔道 武道館柔道クラブ ○

11 カヌー さめうらカヌーアカデミー ○
競技団体主催大会に参加
（カヌーは中体連なし）

41 柔道 励心柔道クラブ ○

12 バレーボール 嶺北排球部 ○ 42 卓球 横浜JPC ○

13 バドミントン 総合クラブとさ ○ 43 軟式野球 ST　RISE ○

14 陸上競技 総合クラブとさ ○ 44 ソフトボール Kochi Tamon Jr. ○

15 新体操 総合クラブとさ ○ 45 ソフトボール 高知パシフィックウェーブjr. ○

16 相撲 須崎総合相撲クラブ ○ 46 バレーボール 高知横浜バレーボールクラブ ○

17 柔道 須崎柔道會 ○ 17市町村
18 日高村 1 バドミントン ラクーンジュニアバドミントンクラブ ○ （実証３市町）

19 越知町 1 バスケットボール おちスポーツクラブ ○ ○
地域で活動しているが、
中体連大会には学校部活
動で参加 ■拠点校部活動

20 柔道 葉山柔道スポーツ少年団 ○ No 市町村 参加校名

21 バドミントン 津野ジュニアバドミントンクラブ ○ 1 土佐町 嶺北中

22 軟式野球 津野山クラブ ○ 2 土佐市 土佐南中、戸波中

23 四万十町 1 水泳 窪川SC ○ 3 中村西中、片島中、清水中

24 四万十市 1 ソフトテニス S×CREW ○ ○ 4 中村西中、県立中村中

25 バドミントン 清水中学校 ○ ○ 5 片島中、小筑紫中、東中、沖の島中

26 硬式テニス FSSテニスクラブ ○ ○ 6 片島中、小筑紫中、東中、沖の島中

27 レスリング すくもレスリングクラブ ○
競技団体主催大会に参加

(レスリングは中体連な）
7 片島中、小筑紫中、東中、沖の島中

28 ソフトボール 宿毛ソフトボールクラブ ○
人数が４人しかいないため大会に

参加できていない
8 宿毛中、小筑紫中、東中、沖の島中

29 バドミントン 宿毛ジュニアバドミントンクラブ ○ 9 黒潮町 佐賀中

30 相撲 宿毛相撲クラブ ○

令和７年度 地域クラブ・拠点校部活動等の実施状況
（学校部活動から移行した活動だけでなく、学校以外のスポーツ少年団等が担う活動を含む） （学校部活動から移行した活動だけでなく、学校以外のスポーツ少年団等が担う活動を含む）

（在籍する学校に希望する部活動がない場合などに、1つの学校が拠点校と
なり、近隣の生徒を受け入れる）

拠点校・部活動 備考

土佐町中野球部 在籍校に部活動がない取組（嶺北中に野球部がない）

高岡中野球部 統廃合に向けた取組（令和10年統合予定）

中村中男子バレーボール部 広域的な取組（幡多地域で唯一の男子バレー）

中村中柔道部 自治体で部活動を整理した取組

宿毛中サッカー部 自治体で部活動を整理した取組

宿毛中柔道部 自治体で部活動を整理した取組

宿毛中剣道部 自治体で部活動を整理した取組

片島中相撲部 自治体で部活動を整理した取組

大方中野球部 自治体で部活動を整理した取組

５市町９部活動

南国市 5

土佐町 2

土佐市 3

須崎市 2

46 16競技（中体連登録13競技） 16 0 0

津野町 3

四万十市

土佐清水市 2

宿毛市

宿毛市 4

高知市 16



高校との連携地域連携 地域移行学校部活動

　　清水中学校

清水高校との連携

土佐清水市立清水中学校における部活動改革の取組状況について（R6)

　　バスケット
　　ボール部

　　サッカー部

　　　野球部　　　　　　　　　　　

　　バレーボール部

　　ソフトテニス部

　　卓球部

　　テニス部

　　バドミントン部

合同チーム
（大月中）

部活動指導員

部活動指導員

部活動指導員

地域クラブ活動
（休日）

　　　　　　　陸上部　　　　　　　　

部活動指導員
（平日）

合同チーム
（片島中）

合同チーム
（男子：東中）

（女子：県立中、宿毛）

第75回県中学校
野球選手権大会

（R6.820）

優勝

地域クラブ活動
（休日）

部活動指導員
（平日）

拠点校部活動
（男子：中村中へ参加）



　学校部活動・地域連携・地域移行の関係〈イメージ図〉

地域クラブ活動（地域移行）

津城の部活動指導者 当該校の教員
参加者 当該校の生徒
場所 当該校の施設

部活動指導員等の活用

指導者
部活動指導員等
（外部指導者）

参加者 当該校の生徒

場所 当該校の施設

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒を含む多世代

場所 学校・社会体育施設等

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒・児童

場所 学校・社会体育施設等

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒を含む多世代

場所 学校・社会体育施設等

大会・コンクール・コンテストへの参加が可能 生徒の活動機会の確保 教員の負担軽減

子どもの選択肢を
広げる取組を進める

・指導者の派遣
（外部指導者・教員の兼職兼業）

・受け皿等の整備状況により
　地域移行

連　携

（※運動部は日本中体連、県中体連等の参加基準の検討による）

※中体連・吹奏楽連盟主催大会への

　引率可

※県中体連主催大会に、地域クラブ活動として参加するには、
　市町村教育委員会、地区中体連の承認が必要です。　

課題

 専門の指導ができる
 教員がいない
 教員が校務多忙によ
 り指導できない 

 やりたい部活動が
 学校にない
          等

 生徒数が少なく
 チームが組めない
          等

合同チーム（学校間で調整）

●種目によってはジュニアからの継続が可能

 大会等へ参加
 （中体連主催大会・吹奏楽連盟主催大会） 

中学生

課題
 年度ごとに学校が変わる
 遠距離で合同活動が難しい
 継続的な指導ができない等

課題があれば地域連携へ

学校部活動（学校教育の一環）

学校部活動の地域連携

拠点校部活動【合同部活動】

（市町村教育委員会が指定）

指導者
部活動指導員等
（外部指導者）
拠点校の教員

参加者 複数校の生徒

場所 拠点校の施設

※中体連主催大会は令和６年度から　
　参加可能

その他の団体・新たな運営団体等

スポーツ少年団等

総合型地域スポーツクラブ・芸術団体等

これまでの部活動

●種目によってはジュニアからの継続が可能

●その他の団体
　体育・スポーツ協会、競技団体、クラブチーム、民間
　事業者、大学、地域学校協働本部や保護者会など
●新たな運営団体
　市町村が運営団体となり、あるいは市町村が中心とな
　って社団法人やNPO 法人等の運営団体を設立するなど

・友達と楽しみたい
・試合に勝ちたい
・専門指導を受けたい
・複数の活動をしたい
・大人などと活動したい
・学校の部活動にない活
　動をやりたい
・週３回ほど活動したい
・楽器が演奏できるよう
　になりたい
・上位大会に出場したい
　　　　　　　　　　等

生徒のニーズ

（※吹奏楽部は全日本･四国･高知県吹奏楽部連盟等の参加基準の検討による）

※地域移行：学校部活動から移行した活動（狭義）だけ
　　　　　　でなく、学校以外で地域が担う活動とする

Ｒ６.１月
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部活動の地域連携・地域展開の取組（R7　県内の地域クラブ等の状況②）



［実施期間］ 回答者数 対象者数 回答率 
①小５・６児童 8,019人 9,742人 82.3％ 
②中１・２生徒 5,565人 8,197人 67.9％ 

③小５・６保護者 3,271人 ー ー 
④中１・２保護者 2,901人 ー ー 

⑤中学校教員 1,090人 1,481人 73.6％ 
合計 20,846人 ー ー 

 

＜調査の目的＞

 ・令和４年度県内アンケート結果と比較し、変動を把握する。

 ・令和８年度からの国の方向性を踏まえ、今後の取組を検討するうえでの基礎

    データとして活用する。

＜調査期間及び調査方法＞

・令和７年７月１日～７月31日  ※Googleフォームによるオンライン回答



●R4の67.7%からR7には62.8%に減少
●活動していない主な理由:「活動に興味がないから44.8%」

（１）現在、学校の授業

   以外でスポーツ活

   動や文化芸術活動

   を行っていますか

（１）現在、学校や学校

   以外でスポーツ・

   文化芸術の活動に

   参加していますか

●中学校の部活動に参加する生徒が大きく減少（R4:78.3％ →
 R7:67.3％）し、代わりに地域クラブや学校部活動と地域クラブ
 を両方利用する生徒が増加 （R4:10.7％ → R7:16.5％）

（１）現在、国は部活動

   の地域展開（地域

   移行）を進めてい

   ます。これから中

   学校の部活動 が、

   地域クラブ等での

   活動になった場合、

   お子様を参加させ

   たいですか

（３）学校部活動

   を地域クラ

   ブ等が担う

   ことについ

   て心配する

   こと（※複

   数選択可）

●地域クラブ等への参加意向について、R4から大きく増加
                      （小学生R4:23.5％ → R7:51.9％）
●不安な面として「送迎の負担」が70％以上



●部活動指導に「負担を感じている」と回答した教員は増加

（R4:63.1％ → R7:73.4％）
●理由として「休日の活動や大会等」が73.9％で最も多い
●地域展開等への意向は、90％以上が「賛成」または「どちらかといえば賛成」

（６）部活動の指導や運営を負担に感じていますか

（７）※（６）で［①感じている ②どちらかといえば感
じている］と回答した方 部活動顧問（副顧問）として、
どのようなことに負担を感じていますか



地域によっては子どもたちの活動が難しい状況

保護者からは、地域クラブ等への参加について、
一定の理解が得られている状況

多くの教員が学校部活動を負担に感じ、特に休
日の活動が大きな要因

令和11年度までに教員の在校等時間を月平均
30時間以下を目指す

















部活動地域展開等に対する取組を実施

◆部活動地域展開等の推進
　・高知県の子どもたちが、将来にわたって継続的にスポーツ・文化芸術活
　　動に親しむ機会を確保するため、各市町村の取組を支援
◆部活動指導員の配置
　・部活動における生徒への指導内容の充実及び教員の負担軽減を図
　　るため、部活動指導員を配置

事業概要

【
県
】　
　

休日の地域クラブ活動の推進　

R５～R７

地域の実情に応じて、部活動の
地域連携・地域移行を推進

R８～R10

【県総括コーディネータの配置】　（R6～）　　　　　　　 　【県総括コーディネーターの配置】

【
市
町
村
】

【
国
】

【R5～R7年度：改革推進期間】

【地域移行実証事業(R7)】 ３市
【地域連携実証事業(R7)】５市町 　　
【部活動指導員(R7)】 16市町村65名

◆県内の状況
【地域クラブ活動】46クラブ(R7)　【拠点校部活動】９部活動(R7)　　　　　　　　
【部活動指導員】中学校　65名(16市町村)　

取組可能な部活動から推進
【R８～R10年度：改革実行期間】［前期］

R11～R13

【改革実行期間】
［後期］

令和10年度までを重点期間とし、集中的に取り組む

中　

間　

評　

価

受け皿整備への支援 指導者の確保・育成

広域での取組支援地域クラブへの支援

◆県アンケート調査結果（R7.7月）

【保護者】地域展開に肯定的:51.9％(R4:23.5％) ※送迎の負担が不安⇒７割

【教職員】部活動が負担　　:73.4％(R4:63.1％) ※理由:休日の活動や大会等

◆課題
 「指導者の確保」、「財源の確保」、「生徒の移動手段」

中間評価を踏
まえた取組を
検討・推進

〇休日の活動は地域
　クラブにて実施する
　体制へ展開
〇平日も可能な限り
　取り組む

R８

経済的困窮世帯への支援　

推進体制を整備　

平日の実証事業　

部活動指導員の配置　

部活動地域展開等を加速化する

①休日の地域クラブ活動の活動費等の支援　
②経済的困窮世帯の生徒への支援　
③推進体制の整備等　
④平日を含めた地域展開等の加速化　
⑤部活動指導員の配置　
⑥県総括コーディネーターの配置　

R8取組内容現状・課題

県の方針

今後の動き

　高知県での今後の取組について

課題の洗い出し及びその対応策の検討
実証事業の検証、県の方針の策定

・(a)部活動指導員の活用、(b)地域クラブ活動、(c)休日は(原則)部活動を行わない　 から選択

・地域に人材が不在の場合や指導を希望する場合は、教員が｢兼業｣で地域クラブを指導

令和10年度までに、原則、教員が休日に指導を行わない体制へ移行
Step１　　　　　　　

令和13年度末までを目安に、休日の学校部活動は地域クラブ活動へ移行
Step２　　　　　　　

国1/3､県1/3､市町村1/3　

国1/2､市町村1/2　

国1/3､県1/3､市町村1/3　

国1/3､県1/3､市町村1/3　

国10/10（※実証事業）　


